
平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
三
百
十
二
条
第
六
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

６

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
同
号
に

定
め
る
日
（
法
人
税
法
第
七
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）

に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
日
）
現
在
に
お
け
る
資
本
金

の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
の
表
の
第
一
号
ホ
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
日
（
同

法
第
七
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）に
規
定
す
る
申
告
書

を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

同
じ
。）現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
、
同
表
の
第
二

号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
日
現
在
に
お
け

る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
す
る
。

７

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
政
令
で

定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に

お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
、「
第
七
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」

と
す
る
。

８

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
同
号
に

定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に

お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
項
第
三

号
に
定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
す
る
。

第
三
百
十
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
同
法
第
六
十
条
の
二
か
ら
第
六
十
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
中
「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
二
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
課
税
山
林
所
得

金
額
（
以
下
こ
の
項
」
を
「
課
税
山
林
所
得
金
額
（
次
号
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
課
税
退
職
所
得

金
額
（
以
下
こ
の
項
」
を
「
課
税
退
職
所
得
金
額
（
同
号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
四
項
中
「
第
二
百
三
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
二
百
三
条
の
五
第
五
項
」に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
二
第
一
項
中
「
同
法
、」を
「
同
法
又
は
」
に
、「
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
又
は
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
に
基
づ
く
老
齢
又
は
退
職
」
を
「
に
よ
る
老
齢
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
二
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
三
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
三
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
六
の
七
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
第
六
項
中
「
二
週
間
」
を
「
一
月
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
十
号
中
「
第
十
号
の
八
」
を
「
第
十
号
の
七
」
に
改
め
、同
項
第
十
号
の
七
を
削
り
、

同
項
第
十
号
の
八
中
「
社
会
福
祉
事
業
」
の
下
に「（
同
条
第
三
項
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）」を
加
え
、

同
号
を
同
項
第
十
号
の
七
と
し
、
同
項
第
十
号
の
九
を
同
項
第
十
号
の
八
と
し
、同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
の
九

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六

第
一
項
に
規
定
す
る
包
括
的
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
た
者
が
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産

十
の
十

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事

業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
当
該
事
業
（
利
用
定
員
が
六
人
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供

す
る
固
定
資
産

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
十
一
号
中
「
第
十
号
の
八
」
を
「
第
十
号
の
七
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
号
及
び
第

二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
及
び
二
十
一

削
除

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
十
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項

第
七
号
又
は
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
六
号
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」に
改
め
、

同
項
第
四
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
十
二

国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄

養
研
究
所
法
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務

の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
四
十
三
号
中
「
第
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
第

三
号
ま
で
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
第
一
号
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十

三
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
十
三
項
中
「
の
う
ち
」
の
下
に
「
、
北
海
道
新
幹
線
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
五
項
を

加
え
る
。

30

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育

事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の
額
と
す
る
。

31

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問

型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の

用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の
額
と
す

る
。

32

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内

保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
（
利
用
定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
す
る

家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
て
課
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の
額
と
す
る
。

33

社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
が
直
接
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
第
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定

生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
（
社
会
福
祉
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

に
限
る
。）の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の
額
と
す
る
。

34

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
が
所
有
し
、
か
つ
、
直
接
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
六
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
の
用
に
供

す
る
償
却
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
償
却
資
産
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
却
資
産
の
価
格
の
三
分
の
一
の
額
と
し
、
そ
の
後
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
当
該
償
却
資
産
の
価
格
の
三
分
の
二
の
額
と
す
る
。

第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
受
け
る
も
の
」
の
下
に
「
及
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
等
（
同
法
第
三
条
に
規
定

す
る
所
有
者
等
を
い
う
。）に
対
し
勧
告
が
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
等
の
敷
地
の
用
に
供

さ
れ
て
い
る
土
地
」
を
加
え
る
。

第
三
百
九
十
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

納
税
義
務
者
に
つ
い
て
税
務
代
理
人
が
数
人
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
納
税
義
務
者
が
こ
れ
ら
の
税
務
代
理

人
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る
税
務
代
理
人
を
定
め
た
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
税
務
代
理
人
へ
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
代
表
す
る
税
務
代
理
人
に
対
し
て
す
れ
ば
足

り
る
。

第
四
百
七
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
又
は
」
を
「
前
項
若
し
く
は
」
に
、「
よ
つ
て
申
告
書
を
」
を
「
よ
つ
て
申
告

書
若
し
く
は
修
正
申
告
書
を
」
に
改
め
る
。

第
四
百
八
十
三
条
第
六
項
、
第
五
百
三
十
六
条
第
六
項
、
第
六
百
九
条
第
六
項
、
第
六
百
八
十
八
条
第
六
項
及
び

第
七
百
一
条
の
十
二
第
六
項
中
「
二
週
間
」
を
「
一
月
」
に
改
め
る
。

第
七
百
一
条
の
三
十
四
第
三
項
第
十
号
の
八
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
九

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
、
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
居
宅

訪
問
型
保
育
事
業
又
は
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設


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